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【序章】 

2019（平成 31）年に、日本で初めてラグビーのワ

ールドカップが開催される。ラグビーのワールドカッ

プは、オリンピックと FIFA ワールドカップ(サッカー)

に次いで、世界のスポーツイベントとしては３番目の

規模を誇る。このようにビッグイベントとして注目を

集めるラグビーのワールドカップであるが、日本で開

催するにあたって、1 つの大きな不安があげられる。

それは、ラグビー日本代表が決して「強豪」と言われ

るようなレベルではないということである。これまで

出場したワールドカップでは予選リーグを突破するだ

けでなく、１つの勝利を獲得することさえ難しい状況

にあった(過去のワールドカップの成績は 1 勝 2 分け

21 敗)。競技レベルが決して高くない国で、世界のビ

ックイベントとされるワールドカップを開催する資格

は果たしてあるのだろうか。過去のワールドカップは

すべて、世界ランキングで上位 8 位に入る強豪国で開

催されてきた。そして、開催国が予選リーグを勝ち上

がれずに決勝トーナメント(ベスト 8)に進出できなか

ったことは、これまで一度もない。このような重い課

題を解決していくためには、ラグビー日本代表の強化

策を検討し、それを具体的に実行していかなければな

らない。そこで本研究では、ラグビー日本代表が 2019

（平成 31 年）に日本で開催されるワールドカップで

勝利を獲得するために、日本代表が今後取り組んでい

くべき課題を明らかにし、世界ランク上位国の強化策

を分析しながらその解決策について検討していくこと

を目的とする。 

【第１章】 

 第１章では、ラグビー日本代表の弱点と今後取り組

むべき課題について検討した。過去における日本ラグ

ビーの強化策とこれまでの戦績に見る課題を分析する

と、過去の日本代表はユース世代から一貫した強化体

制がとられていなかったことが明らかになった。その

ため日本代表チームは長い間世界の強豪国に勝つこと

ができなかったのである。また、代表チームの成績不

振は国内のラグビー人気の低迷をもたらすこととなっ

た。 

また、海外の強豪国の選手と日本国内の選手の違い

を精神力の面で検討した結果、強豪国はプロの選手が

ほとんどであり、日本の選手と比べて厳しい状況下で

ラグビーをプレーしている選手がほとんどであった。 

【第２章】 

 第２章では、ラグビー世界上位国であるニュージー

ランド、ウェールズ、アルゼンチンの３カ国がなぜ強

いのか、その強化策とあわせて検討した。この３カ国

に共通している点は、国内におけるラグビーの人気が

非常に高く、それぞれの国々でラグビーが文化として

定着し、代表チームが国民の誇りとなっているという

ことであった。さらに、ユース世代からの一貫した育

成システムが整備されて、国全体で代表チームを強化

するための体制が整えられていた。また、ウェールズ

に関しては、国内でラグビーを普及するための地道な

活動によって、ラグビーの競技人口を増やすことに成

功していたことも明らかになった。 

【第３章】 

第３章では、世界上位国の取り組みにみるラグビー

日本代表の強化策についての提案を行った。前章より

代表チームの強化のためには、ユースからの育成シス

テムを整えることが必要不可欠であること、そして国

内でラグビーを文化として定着させなければいけない

ことから、まずは、国内でラグビーをもっと普及させ、

国民のラグビーに対する愛好度(人気)を向上させてい

くことを提案した。国内でのラグビー人気を高めてい

くため、代表チームが強いことが必須条件となる。現

在の日本の代表チームの強化システムは、世界の強豪

国と比べて、まだ遅れをとっている。近年はかなり改

善され、強化システムは整備されつつあるが、もっと

強豪国から学び、さらに改善を図っていく必要がある。 


